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[ 問題編 ]

3Q 75歳以上の高齢者ドライバーが第1当事者
※
となった交通

死亡事故件数を車種別・事故類型別にみると、軽乗用車
で最も多い事故類型は次のうちどれでしょう？
①出会い頭衝突　②正面衝突　③工作物衝突

1Q 年齢層別で、アクセルとブレーキの踏み間違い事故の
全交通事故に占める割合が最も高い層は次のうちどれ
でしょう？（平成24～ 28年の合計）
①24歳以下　②65～ 74歳　③ 75歳以上

①軽乗用車　②軽貨物車　③普通乗用車

2Q 平成28年の75歳以上の高齢者ドライバーが第1当事者
※
と

なった交通死亡事故件数を車種別にみると、平成19年と
比較して約2.3倍増加した車種は次のうちどれでしょう？

※第1当事者＝交通事故の当事者のうち過失が最も重い者、又は過失が同程度の場合は被害が最も軽い者。
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＜解説＞　
75歳以上の高齢者ドライバーが第1当事者となった交通死亡事故件数（平成19～ 28年）を車種別・事故
類型別にみると、軽乗用車で最も多い事故類型は工作物衝突（構成率・26.2％）が最も多く、正面衝突（同・
22.3％）と続く。工作物衝突や正面衝突は、乗員へのダメージが大きい事故で、75歳以上の高齢者では死亡
事故になりやすいといえる。高齢ドライバーは慣れた道であっても、しっかりと前方に注意して安全運転を心
がけてほしい。

3Q ③工作物衝突解答

③75歳以上1Q 解答

＜解説＞
全交通事故（平成24～ 28年）に占めるアクセル
とブレーキのペダル踏み間違い事故の割合を年齢層
別にみると、75歳以上が約3％と最も高くなって
いる（グラフ参照）。これは高齢ドライバーに特徴
的な事故形態の1つといえる。高齢ドライバーは今
後も増加が予測されることから、アクセルとブレー
キの踏み間違い事故の防止は重要な課題である。

＜解説＞
75歳以上の高齢者ドライバーが第1当事者となっ
た交通死亡事故件数を車種別にみると、軽乗用車に
よるものが年々増加し、平成28年（126件）は平
成19年（55件）の約2.3倍となっている。この
背景には、軽乗用車の保有台数そのものが増えてい
ることに加え、75歳以上の高齢者の保有者数の増
加があると考えられる。

2Q ①軽乗用車解答

出典：（公財）交通事故総合分析センター・イタルダインフォメーションNo.126

出典：（公財）交通事故総合分析センター・イタルダインフォメーションNo.126

出典：（公財）交通事故総合分析センター資料

●75歳以上の高齢者の四輪車種別・交通死亡事故件数および軽
乗用車保有台数の推移

4

3

2

1

0

（％）

24歳以下 25～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上

死
亡
事
故
件
数（
件
）

軽
乗
用
車
保
有
台
数（
千
万
台
）

200

150

100

50

0

4

3

2

1

0
H19

普通乗用車

軽貨物車

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

軽乗用車軽乗用車

H19年の
約2.3倍

●第1当事者が四輪車（特殊車両、ミニカー除く）の年齢層別ペ
ダル踏み間違い事故割合（平成24〜28年）




